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令和４年度 事業報告 

 

令和４年度は、福岡シンフォニーホールと匠ギャラリーがリニューアルオープンし、新生アク

ロス福岡がスタートした。 

福岡シンフォニーホールでは魅力を最大限に発揮するため、新型コロナウイルスの感染状況を

注視し、ガイドラインに沿った感染対策を行いながら、リニューアル記念事業や青少年を対象と

した事業を実施し、質の高い芸術文化の提供に努めた。また、より多くの皆様に「もっと近くに」

感じていただけるアクロスを目指し、県内文化施設と協働したアウトリーチ事業の拡充や関係団

体等との連携強化等の事業に取り組んだ。 

匠ギャラリー活性化のため、福岡県や伝統工芸品産地関係者等と協議を重ね、展示方法等を抜

本的に見直し、新たな匠ギャラリーをリニューアルオープンした。 

一方、長引く新型コロナウイルス感染拡大による施設稼働率への影響は継続しており、エネル

ギー価格の上昇もあり、財団は依然として厳しい状況に置かれている。 

このような中、「第５次中期経営計画」の方針である「県民の心豊かな生活及び活力ある地域社

会の実現」を目指し、年齢、性別、障がいの有無、経済状況等に左右されることなく、あらゆる人

が等しく文化を享受できる環境整備に努めた。 

 

Ⅰ 組織・運営 

公益財団法人としてコンプライアンスを遵守し、適切な財団運営に取り組むとともに、福岡県

文化芸術振興条例の目的の実現に向け組織体制の充実を図った。 

 

 １ 組織体制の充実 

   福岡県文化芸術振興条例に沿った事業を限られた人員で効率的・効果的に実施するため、

組織の枠組みを超えて設置したプロジェクトチームにおいて、外部有識者のアドバイザーか

ら助言を受け議論・検討を行い、社会包摂推進やユニバーサルデザイン推進等に取り組んだ。 

 

２ 財政基盤の維持 

事務の効率化、事業経費削減に取り組んだが、新型コロナウイルス感染症の影響による貸

館の利用料金収入やチケット収入の減少や、光熱費をはじめとする物価の高騰が財団の財政

基盤に影響を及ぼした。 

 

 ３ 人材育成の推進 

    財団に求められる役割を共有するため、事業計画を周知する研修をはじめ、外部講師を招

いて障がいのある方と館内を歩き、設備のバリアを体感し、コミュニケーションで解決する

体験研修を実施する等社会包摂についての知識の習得に努めた。 

      また、中長期的な人材育成を見据えた効果的な研修に努め、職務能力の向上を図るととも

に、「階層別研修」等を通して財団を担う人材の育成に取り組んだ。 

  

Ⅱ 施設サービス（貸館）事業 

 福岡シンフォニーホール、国際会議場の大規模改修工事を終え、改修後の当該施設やイベン

トホール及び円形ホール等の稼働状況は徐々にコロナ前に戻りつつあるが、年度中に感染者が
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増加したことやオンライン開催が増加したこともあり、国際会議場や中小会議室等の稼働回復

状況はシンフォニーホールやイベントホール等に比べ遅れている。 

このような中、引き続き日常的な防火・防災についての研修・訓練を実施し、防火・防災体

制の強化を図った。併せて、「個別施設計画」に基づく計画的な維持・保全に努めるとともに、

天井耐震化改修工事についても福岡県との密な連携を図り、計画通り令和４年９月末に工事が

完了した。 

 

 １ 新型コロナウイルス感染症への対応 

  （１）サーモカメラ設置、非接触型体温計の無料貸与、空気清浄機設置等、新型コロナウイル

ス感染拡大防止を目的とした措置を継続した。 

  （２）感染状況により変更される利用制限等に関し、新型コロナウイルス感染防止対策につい

ての情報を集約した特設ページの更新や注意喚起の掲示等を行った。 

 （３）クローク及び受付箇所を有する会場へのアクリル板設置を行った。 

 

  ２ 積極的な営業誘致 

  （１）主催者に対する事前の施設説明、打ち合わせや利用時のニーズ・要望等のヒアリングを

実施するとともに、大規模大会等の実施においては、感染防止対策を主催者に提案すると

ともに、安心して実施できるよう情報提供を行った。 

  （２）利用頻度の高い行政（福岡県）や会議専門代理店（ＰＣＯ）への誘致活動を行った。 

（３）福岡観光コンベンションビューローとともに、国際会議や国内学会誘致に向け、見込み

顧客への提案・打合せ・下見同行等の頻度増やし、また、誘致活動に向けた協議も積極的

に行った。 

 

〈大型イベントの開催件数〉 

誘致内容 
令和２年度 

 

令和３年度 

(a) 

令和４年度 

(b) 

増 減 

(b-a) 

学会・国際会議開催件数 ８ ９ １９ +１０ 

合同就職説明会開催日数 １８ １８ ２９ +１１ 

 ※学会・国際会議については会議内容により実施日数が大きく異なるので件数で計上、 

  合同企業説明会は日数で計上 

 

 ３ 利用者サービスの充実強化 

（１）福岡シンフォニーホールの大規模改修工事に併せて以下内容を実施した。 

   ①オーケストラチェアを軽量なものに更新 

   ②譜面灯をハロゲン照明からＬＥＤ照明へ更新 

   ③壁面塗装の実施 

   ④エレベーター改修工事に伴い、主催者へ来客導線の変更案内及び催事運営方法を周知 

（２）一部床材表面が老朽化していた練習室１のフローリング張り替え工事を実施した。 

 （３）国際会議場ロビーや会議室（５階）の壁面塗装を実施した。 

 

 ４ 施設機能の充実 

 （１）安全の確保・トラブルの防止を基本とした保守点検を行うとともに、施設の計画的な維
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持・補修のため、イベントホールの舞台照明設備の保全修理や福岡シンフォニーホールの

スタインウェイピアノの保全修理を実施した。 

 （２）防火・防災対策としてビル管理会社と共同で火災・地震発生時の初動対応訓練を実施す

るとともに、小グループ防災研修をはじめとした日常的な防災意識・防災体制の充実強化

に向けた取り組みを行った。 

 

 Ⅲ 文化振興事業 

音楽・舞台芸術を中心とした文化芸術の振興を図るため、「グローバルな感動体験」、「演

奏家・聴衆・事業運営者など事業を支える人の育成」及び「あらゆる人が文化芸術に触れる

機会の創出」の３つの事業理念を掲げ、バランスのとれた事業展開を行い、計６９事業を実

施した。 

   １０月にリニューアルオープンした福岡シンフォニーホールの魅力を最大限に発揮するた

め、記念事業などを実施した。 

世界的な感染症拡大の影響に注意しながら、安心安全に最大限の配慮を行い、質の高い音

楽・舞台芸術の鑑賞機会を提供したほか、「福岡ジュニアオーケストラアカデミー」等青少

年を対象とした新規育成事業を展開した。また、県内どこに住んでいても質の高い音楽・舞

台芸術を気軽に鑑賞できるよう、「ミュージック・キャラバン」等地域へのアウトリーチ事

業を展開した。 

   こうした事業を通して、アクロスをより身近に感じていただけるよう取り組んだ。 

 

《 ３つの理念に基づく事業展開 》計６９事業 

 ○ グローバルな感動体験 

  （質の高い音楽・舞台芸術の鑑賞機会の提供） 

   ＮＨＫ交響楽団特別演奏会、ラン・ランピアノリサイタル、ハンガリー国立歌劇場「魔

笛」等２９事業を主催・共催した。 

○ 演奏家・聴衆・事業運営者等事業を支える人の育成 

  （次世代を担う若い音楽家とそれを支える人の育成と環境整備） 

   学校キャラバン事業、ランチタイムコンサート、こどものためのオペラ、福岡ジュニアオ

ーケストラ等２４事業を主催・共催した。 

○ あらゆる人が文化芸術に触れる機会の創出 

  （あらゆる人が等しく文化芸術を享受できる場として機能するため、多様な分野と協働・連

携した事業を展開） 

   クラシックふぇすた、新・福岡古楽音楽祭、ミュージアムコンサート等１６事業を主催・

共催した。 

 

１ リニューアル記念事業の実施 

   福岡シンフォニーホールのリニューアルオープンを記念した事業を展開した。 

（１）アクロス・クラシックふぇすた 

   クラシック音楽に気軽に親しみ、一日中家族連れで楽しめるよう、アクロス館内のホール

を会場に無料のミニコンサートや音楽に関するイベントを開催した。企業とも連携して楽器

の展示や試奏コーナーを設置し、学生や音楽愛好家等多くの県民が来場した。シンフォニー

ホールのリニューアル後最初の事業として、約３千人の県民を無料招待し、九響や地元の演
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奏家による公演を実施した。感染防止対策を講じ、２日間で１万２千人を超す来場者を集め

た。 

（２）九州交響楽団特別定期演奏会「復活」 

   リニューアルを記念してマーラーの交響曲第２番「復活」を２日間に渡り実施した。 

（３）ＮＨＫ交響楽団特別演奏会 

   国内トップの人気と実力を誇るオーケストラの公演を実施した。 

（４）「音楽の贈り物ゴルトベルク」シリーズ 

   世界的に活躍するラン・ラン、ファジル・サイ、そして日本を代表する小林道夫が、バッ

ハの名曲ゴルトベルク変奏曲を演奏した。 

（５）ＹＡＭＡＴＯ meets Classics ～ 二人の宇宙戦艦ヤマト 

   新たな顧客層を開拓するため、アニメとクラシックとのコラボレーション企画を実施し

た。くしくも松本零士氏の追悼となった。 

（６）ミュージック・キャラバン 

   県内の文化施設と協働で音楽のアウトリーチ事業を実施した。 

 

  ※その他を含む計１７事業を実施した。 
 

２ 青少年を対象とした事業の実施 

（１）舞台芸術感動体験事業 

   県内の小中学生約１，７００人が福岡シンフォニーホールでオーケストラを体感した。 

（２）福岡ジュニアオーケストラ 

県内小学生～高校生のオーケストラ活動を支援したほか、「福岡ジュニアオーケストラア

カデミー」を新設し、楽器演奏の初心者受入体制を整えた。 
 

３ 音楽を通した社会包摂への取組み 

（１）学校キャラバン特別授業 

   特別支援学校を対象とした音楽の出前授業を実施した。 

（２）こどものためのオペラ 

   「花咲かじいさん」を題材に親子で気軽に鑑賞できるオペラ公演を実施した。字幕導入や

手話通訳等障がいのあるこどもたちにも楽しんでもらえる工夫を施した。 

（３）劇場って楽しい！！ 

   知的・発達障がい児を対象とした劇場体験プログラムを実施した。企画段階から研修とし

て県内外のホールと協働で準備し、アクロスの持つ知見や運営ノウハウを共有した。 

（４）被災地支援事業 

   東峰村にある東峰学園小学部の生徒を招き、福岡シンフォニーホールでのコンサート鑑賞

と博多人形の絵付け体験等の社会科見学を実施した。 
 

４ アウトリーチ事業の充実 

  県内の小学校へヴァイオリンやフルート等プロの演奏家を派遣し、楽器演奏体験をメインと

した出前授業「学校キャラバン」を実施した。また、美術館等と連携した「ミュージアムコン

サート」、県内文化施設と協働した新規事業「ミュージック・キャラバン」を実施した。 

 

５ チケット販売新システムの導入 
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  WEB販売システムを自社運営化したチケット販売の新システムを稼働し、新たにアンダー25

（25歳以下）割引や障がい者割引を導入する等、福岡シンフォニーホールのリニューアルオ

ープンに合わせた取り組みを実施した。 

また、クラシック音楽ファンの拡大を図るため、従来の友の会に代わる制度として無料登録

できる WEBメンバーズ制度を開始した。メンバーズ登録者数：9,380名（令和５年３月末現

在）。 

 

６ ホール・施設間の連携強化 

  県内においては、公設文化施設間で研修連携を図るほか、全国の類似ホールとも情報共有の

ため、定期的に「コンサートホール企画連絡会議」を開催した。 

   

 

Ⅳ 情報提供事業 

  伝統工芸や地域文化の振興に取り組む自治体や団体に対して発表の場を提供し、活動の支援

と交流の促進を図るとともに、県民に文化の鑑賞や体験の機会を創出した。また、文化芸術団

体、文化施設、まちづくり団体、観光分野等地域との連携により、県内各地域の魅力の発信を

通じ、にぎわいづくりと地域振興に貢献した。さらには、障がいのある人に対し、文化芸術の

鑑賞や創造の機会、作品等を発表する場を提供し、障がい者の文化芸術活動を支援した。  

 

１ 伝統工芸品の普及と地域文化・生活文化の推進 

（１）匠ギャラリーの活性化 

   ・国、県指定工芸品の常設展示（リニューアル工事のため６月まで営業） 

   ・匠ギャラリーを１階に増設し、カフェ、物販コーナー、多目的スペースを併設した

（新）匠ギャラリーを令和５年３月２６日に開設した。 

   ・伝統的工芸品産地組合（組合員）による企画展及び県内を中心に活動する工芸作家企画

展を週替わりで開催。（リニューアル工事のため６月まで営業） 

      ・戦国武将をテーマに、博多人形と上野焼によるコラボ展示を開催。 

（２）インバウンドを見据えた伝統工芸品と地域文化・生活文化の魅力発信 

      ・茶道・香道・書道・華道をテーマにした体験型イベントを開催し、福岡県在住の留学生

を招待した。 

（３）次世代への継承 

    ・子どもをターゲットにした「夏休み子ども手作り体験」や、小学生の制作体験受け入れ

を行った。 

 

２ 文化・情報の交流拠点づくり 

（１）多様な主体と連携した情報の発信 

    ・イベント情報発信サイト「アクロスおでかけナビ」において、音楽や舞台芸術イベン

ト、体験ツーリズムやスポーツイベント、オンラインイベント等を配信した。また、イ

ベントを主催する団体や個人の情報発信の場として活用した。 

    ・県内の自治体と協働し、地域の文化や観光資源等を展示パネルやワークショップ等を介

して多面的に紹介した。また、「クラシックふぇすた」等の音楽イベントにおいて、地

域の観光ＰＲとなるコンテンツを活用したステージパフォーマンスを展開する等、音楽
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と地域文化の振興が連動した事業に取り組んだ。 

 ・地域文化や観光ＰＲの場所として週替わりでパネル展示スペースを提供した。 

 

（２）あらゆる人が文化を享受できる環境整備 

     ・九州障害者アートサポートセンターと協働し、障がいのある人の文化芸術活動を支援。

公募展やステージパフォーマンス等を開催した。 

   ・里親家族を対象に、より文化芸術に親しみやすいプログラムを構築し、アート×ダンス

など体験型イベントを実施した。 

     ・メッセージホワイエ等を活用し、文化活動者の作品発表の場を提供。 

 

３ にぎわいづくりと地域振興・観光振興 

（１）文化と伝統を生かしたにぎわいのまちづくり 

    ・地域に根付く伝統文化や生活文化等の鑑賞や体験、学びの場の創出。 

・地域や文化の振興に独自のスタイルで取り組む人々によるトークライブを開催し、文化の

楽しみ方等を提案した。 

（２）観光案内所の魅力向上 

     ・より多くの言語に対応できるよう窓口にＡＩ翻訳機を導入。 

     ・県内外の自治体や民間企業等が観光資源を活用して実施するイベント情報を収集し、ア

クロス福岡が運営する「アクロスおでかけナビ」で提供した。 

 

４ 効果的な広報の実施 

（１）チケットシステムの改修により、WEBメンバーズへのメルマガ配信が可能となり、チケッ

ト発売や公演情報等、よりダイレクトに購入者に向けた情報発信に努めた。 

（２）公演・イベント情報のほか当日のチケット情報、アウトリーチ事業、文化イベントに係

る情報をホームページやＳＮＳによりタイムリーに提供した。 

 （３）月刊誌に代わる公演情報として、アクロス福岡おすすめ公演をコンパクトな季刊で発行

し、館内やチケット購入者に配布を行った。 

（４）定例記者発表を開催したほか、市政だよりや WEB関連サイトへのパブリシティ掲載に努め

た。（広報掲載件数 １，１４７件） 

 


